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幼児の音楽表現と聴く活動について
―同時に発達上の効果を伴う―
Musical Expressions and Listening to Music for Young Children
together with their effects in Early Childhood Development
中 村 千 晶
＊
Abstract
In general adults remember early childhoodmusical experiences encountered in both everyday life
and in specific events. This is because music has a major impact on the emotions of young children.
In this paper I summarize how both general educators and music educators perceive the role of
listening to music in young children's development. Then I examine the effectiveness of the listening
activities in the music education conducted by Seiwa College.
After which I consider the connection between musical expressions and listening to music in the
general overall development of young children.
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はじめに
幼少時の経験は成長後も記憶として残っているこ
とが多い。音楽経験もその一つで、特に生活や行事
などと結びついた音楽経験はよく覚えている。カリ
フォルニア大学心理学部教授のコネチニ（Konečni,
Vladimir J.）は「音楽を聴くことは聴いている人の
情緒状態を変化させ、それによってその場での他者
に対する行動にも影響する｣
1)
と述べている。音楽
が子どもの情緒に影響を及ぼしたことが、成長後も
記憶の要因の一つとして考えられる。
筆者が保育者養成課程に在籍する大学生（学部生
男・女260名、短大生・女90名、合計350名）に幼児
期の音楽環境について質問紙による調査を実施した
結果（1996〜2000年）、最初の音楽経験として覚え
ていたのは「歌を聞いたこと・歌ってくれるのを聞
いたこと」51％で、「楽器の音を聞いたこと」、「歌っ
たこと」、「弾いたこと」より多い数値となった。ま
た「わからない」、「忘れた」の回答は無しで、幼い
ときの音楽経験を覚えている結果が得られた。歌は
両親や保育者など、子どもの身近にいる人たちが
歌って聞かせており、人的環境が影響することも示
された。このように最初の音楽経験が記憶に残り、
その後の音楽的な成長につながることを考えると、
幼少時に音楽を聴くことは重要な意味をもつと言え
る。
筆者は聴くことをテーマとし A 園に依頼して、
園児に実際にピアノを弾くことを通して継続的な観
察を行っているが、幼児の歌う、弾く、動く、つく
るなどの音楽表現は聴くことによって起こる感情の
動きが基盤となるため、聴くことが幼児の興味およ
び関心から能動的な活動となり、音楽表現につなが
ることが顕著にみられる。
以前、音楽聴取については音楽と脳、聴覚と認知、
音楽と心の観点より考察を試みた。本稿では前論文
を土台として、聴くことの問題を取り上げた。第
章では聴くことにつき幼児教育者と音楽教育者の視
点よりまとめ、第章では本学が行ってきた幼児音
楽教育を中心とした聴く経験の位置づけを概観す
る。第章は聴くための実践を幼児のための音楽会
の試みより報告する。これらのことから音楽表現と
聴く活動のつながりを考察し、自身の研究を深めた
いと考えている。
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第章 音楽を聴くことについて
第節 幼児教育者の視点
ルソ （ー1772-1778）の音楽の最初の経験は「シュ
ゾン叔母さんのかぼそい声で歌われた澄んだ魂のあ
らわな歌の数々ではなかったか｣
2)
と海老沢敏
（1931-）が述べている。ルソーの音楽への関わりは
深く、後年、歌曲やオペラも作曲した。音楽をどう
いうふうに考えていたかは、『エミール』第編子
ども時代に記された「耳を敏感にはたらかせ｣
3)
と
あるように、この時期は子どもの感覚を養う時期と
して捉え、感覚教育の一つとして音楽をあげた。こ
こでは聴覚に対応する発声器官としての声で歌うこ
とを取り上げ、「読まなくても聴くことができるし、
歌というものは目よりも耳にいっそう忠実に伝えら
れる｣
4)
と述べている。子どもが聴覚を敏感にはた
らかせて自分の声や歌を聴くこと、その時期に子ど
もが無理なくできることを実行することは、発達
上、重要であると考えた。また、自らの音楽経験か
らも聴くことと歌うことの関連性を重要と考えた。
母親が子どもに歌って聞かせること、母子で遊戯
をすることが子どもによい影響を与え、その中で聴
覚や感覚が育まれると考えたフレーベル（1782-
1852）は、『母 の 歌 と 愛 撫 の 歌（Mutter und
Koselieder）』において自身の考えを述べている。
副題『幼児期の生活を早くから心を合わせて育てる
ための身体と四肢および感覚の遊戯の歌』とある通
り、聴くこと、歌うことに加えて遊戯で身体を動か
すことにより、聴覚や感覚の発達にもつながるとし
た。本著にのせられている銅版画の挿絵で遊戯をし
ている姿や当時の生活や自然環境を見ると、穏やか
な環境の下で、子どもは母親の声をしっかりと聴く
ことができたのではないかと思われる。歌い聞かせ
ることが子どもの心身によい影響をもたらすことを
認識し、乳幼児期に聴くことの必要性を思索してい
る。同著『人間の教育（Die Menschenerziehung）』
（1826）第章「B.個々の教科それぞれについての
考察」における「e.詩および唱歌の学習」では「言
葉や音声が少年に与えられる前に、必ず、感覚およ
び内的生命がそれに先行していなければならな
い｣
5)
と述べた。教えられる詩や歌を聴いて言葉や
音声にするのでなく、内的感情を自由に表現できる
ことが必要で、そのために感覚を育てなければなら
ないという考えである。ここでは聴くことを内的感
情から表現へと関連づけて考えている。「j.遊戯」
は「自発的に行う各種の表現及び練習｣
6)
として位
置づけ、子どもは遊戯や遊びのときに声でやり取り
を行い、自発的に聴いている。そのことが表現や聴
覚のスキルにつながり、聴くことを遊戯や遊びに関
連づけたことに幼児教育者としての視点がみられ
る。
教育の実践を通して、子どもには特別に敏感に感
じ取る時期のあることを見いだしたモンテッソーリ
（1870-1952）は、幼児に感覚教育を取り入ることに
よって聴覚を使った教育内容として「静粛」
（silence）、「聴き取り」（listen）、「動き」（movement）
を取り上げ、自身の考案した雑音筒（音色と強弱の
概念）、音感ベル（音高基準）、五線板と音符の模型
類を用いて指導した。「静粛」と「聴き取り」につ
いては「子どもたちが静粛にすることを覚えると、
彼らの聴力は音を聞き分けることに洗練されま
す｣
7)
と述べ、集中して聴くための環境に注意を払
い、教師も静かなる雰囲気を持って子どもに接しな
ければならないと、人的環境を重要視した。静粛な
状態で内なる声を聴く、聴き取ることから聴覚発達
を促し、感覚を育む。「動き」は音楽からリズムを
感じ取り身体で表現していくことで、やはり「初め
に聴くことがあり」を趣意している。
静なる場所を求めることが難しい現代の音環境や
生活において、聴くことを基盤として音楽的な感覚
を育むモンテッソーリの取り組みは、音楽教育を考
える上で必要な視点であると言えよう。
第節 音楽教育者の視点
現在の音楽教育方法論につながる主要な音楽教育
者が聴くことをどのように捉えていたかを検討す
る。
聴くことは誕生してからでなく、生まれる前から
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2）海老沢敏 1981 ルソーと音楽 白水社 p. 16
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すでに始まっていると考えたのはコダーイ（1882-
1967）である。幼い子どもに音楽が与える影響が大
きいことを考え、ハンガリーの保育園における音楽
教育、幼児期の音楽のあり方に多くの問題を感じて
いた。音楽のわかる耳を育てたいとの思いを持ち、
音楽教育は早くから始めなければならないと考え
た。「生れるヶ月前から｣8)、すなわちお腹の中に
いるときからすでに始まっていると言う。近年、科
学技術が進み、赤ちゃんがお腹の中で母親の心臓、
血流、羊水の音、赤ちゃんに話かける声などを聴い
ていることが実証され、このことは胎教にもつな
がっている。彼は子どもの音楽的活動の最初は歌う
ことだと考え、歌唱、ソルフェージュ、音楽聴取を
取り入れた音楽教育を行った。歌う素材は母国語を
手がかりとし、バルトーク（1881-1945）と共に収
集したわらべ歌や伝承されてきた歌を用いた。コ
ダーイは、歌うときは無伴奏で肉声を大切にする、
自分の声や周囲の声をよく聴いて歌う、ハンドサイ
ンを用いるなど、聴いた音を声にして歌うことを
行った。声をよく聴くことを通して内的聴感や集中
力を養うことができると考えられたサイレントシン
グギング（silent singing）はその一例である。耳は
訓練次第でよくなり、聴覚を敏感にして感じ取るこ
とが、歌唱能力や音楽能力を高めることにつながる
と考えた。
身体でリズムを感じ、聴いて感じたことを身体の
動きによって表現するダルクローズのユーリズミク
ス（eurhythmics）の理論も聴くことと密接に関係
している。ジュネーヴ音楽学校で教授をしていたと
き、聴く力を伸ばして基盤を作らないと後に音楽的
な能力が伸びないと考えたからである。論文『音楽
教育に占める聴音訓練の位置』（1898）では聴くこ
とは訓練でなく、「心を活気づける感動と、表現に
ついての感覚をつくりだすこと｣
9)
として、動くこ
とによるリズム教育の重要性を述べた。学校で聴く
ことについて正しい指導がなされていなかったこと
から『学校音楽教育改革論』（1905）では「音楽教
育のすべての音の手段は、音を出すのと同様に、音
を聴くことが基本となっていなければならない｣
10)
と述べ、当時の音楽教育における問題を改善するた
めにも聴く力を育む新しい音楽教育の方法論を展開
していった。ユーリズミクスの理論では聴いて感受
したことを身体の動きを用いて表現するため、聴感
覚（aural sensations）を呼び起こす方法として、
リズム運動、ソルフェージュ（solfegge）、即興演
奏を取り入れた。『音楽とこども』（1912）には「こ
どもが音楽を単に耳から吸収するのではなく、から
だ全体で感じ取るように教育されるべきなのであ
る｣
11)
と本理論で最も重要な点が述べられている。
幼いときに聴くことの素地を作り、身体で感じ取る
経験から音楽表現が豊かになり、全体的な音楽発達
につながると考えられた。
子どもの創造的な音楽活動を実践したオルフ
（1895-1982）は、音楽の根源的な要素を言語、リズ
ム、運動として捉え、『子どものための音楽（Musik
für Kinder）』において、創作、再現、聴取が一体
となった音楽活動を提案した。それは聴取すること
から模唱、模奏などにより音楽を再現し、最終的に
は即興性を伴う創造的な音楽活動に発展することを
目標にしていた。そのためには聴くことが多くなさ
れ、聴くことから自己の音楽表現につなげるために
は、受け身でない積極的な聴く活動が必要であると
考えていた。
曲を聴くことから覚えて演奏する方法にバイオリ
ンの鈴木メソードがある。鈴木鎮一（1898-1998）
はドイツに留学したときに、彼にとって難しいドイ
ツ語を現地の子どもたちが当然のことながら容易に
話している姿を見て、耳から聴くことによって、自
然に話せることに着目し、このことを音楽教育に活
かす試みをした。環境を整えた中で早い時期から音
楽を聴き、耳から聴いたものを覚えて弾くことによ
り、無理なく楽器演奏の習得ができると考えた。そ
のために取り組む曲については、家で何度もテープ
を聴くことが必要となる。楽譜から入らずに、聴く
ことからバイオリンを弾くことにつながるこのメ
ソードは、また聴くことを重要視する一方法と言え
よう。
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8）コダーイ，Z著 中川弘一郎訳 1980 コダーイの教育思想と実践 全音楽譜出版社 p. 151
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11）同上書 p. 52
第章 聴く活動について
第節 本学が行ってきた音楽教育について
本学の幼稚園における理論および方法論のバック
ボーンとなった冊の書籍を振り返り、聴くことが
どう取り上げられていたかを検討したい。
第  冊 は Hill, Patty Smith & Teachers of
Kindergarten And First Grade Horace Mann School
編著の “A Conduct Curriculum for the Kindergarten
and First Grade”（1923）、阪本豊策訳・大阪市保育
会研究部編纂『コロンビア大学附属幼稚園及び低学
年級の課程』（1933）と高森富士訳・本学の前身校
ランバス女学院編纂『幼稚園及び低学年の行為課
程』（1936）のつの訳本が出版されている。高森
富士（1873-1970）はランバス女学院から聖和女子
短期大学まで長期に渡って本学教授を努め、コロン
ビア師範大学へ留学し、ヒルに師事した。当つの
訳本には大差がないものの言葉の表現には微妙な違
いがあるので、主として本学編纂の訳本を中心とし
て考えていきたい。
音楽の項目には音楽に対するリズム的反応〔身
振りによって・楽器の使用によって〕（Rhythmic
Response）、唱歌（Songs）、音楽鑑賞（Appreciation）、
聴くことは音楽鑑賞に含まれている。その目的は
「子どもの音楽経験を拡大し、また豊富にして、よ
い音楽を傾聴する興味を喚起せしめるのにある｣
12)
とあり、経験によって行為を学ぶ、子どもの興味を
大切にするなど進歩主義教育の考えを反映するもの
であった。音楽鑑賞の代表的な活動となる
“listening to music” は①音楽を聴く（子どものため
に楽器で奏する、子どものために唱う歌曲、蓄音
機・レコードで奏する音楽）、②小音楽会や演奏会
で聴く、③様々な型の音楽を聴くで、音楽会や演奏
会など、独立した聴く機会を設けていることが特徴
である。当時より思考感情および行為の向上のため
に聴く経験の機会をたくさん設け、傾聴することの
大切さが提示されている。
第冊は幼児の音楽教育に関わるものとして、前
述の Conduct Curriculum に先立つこと年前に G.
Thorn, Alice の“Music for Young Children”（1929）
が『幼児の音楽』（1935）として高森富士と伴きみ
子により翻訳されている。音楽教育の専門家である
Thornは Conduct Curriculum を書いた一員でもあ
り、Horace Mann School の教師としてヒルの片腕
となり、女史の要請で執筆したと言う。ソーンは音
楽を①唱歌（Singing）、②律動運動（Rhythmic
Activity）、③楽器の使用（The Use of Musical
Instruments）、④音楽会と音楽上の見学（Concerts
and Musical Excursions）とし、聴くことは④に含
まれた｡
13)
ヒルは序に「音楽は芸術の中で最も古くから発達
したものの一つであって、子どもの生活に強い影響
を及ぼすものである｣
14)
とし、「音と動作は子どもの
生活に最も興味のあるつの要素である｣15)と述べ、
子どもと音楽が密接に関わっていることを強調し
た。
聴くことは傾聴の反応（listening response）を呼
び起こす経験として重要であると考えられた。さら
に聴く経験の価値は、多くの新しい音楽的趣味（興
味）を発展させる、音楽が与える最善のもののみを
子どもに提供して音楽的趣味を構成する、音楽の多
方面を熟知させる、全ての子どもが各自のレベルに
おいて参加できるような経験を備えるとしている。
音楽会については、生の音の大切さをあげ、留意
点が明記された。また蓄音機の使用、レコードの選
択と紹介があり、参考資料として「日本で手に入る
幼児のための鑑賞用音楽レコード」が添付された。
教室から外に出て行う音楽上の見学を取り入れてい
ることは、聴くことに関するユニークな試みであ
る。「鐘、チャイム、楽器店、時計店（鳩時計）、博
物館、音楽クラブなどのリハーサル、サーカス・軍
隊などの行列、自然界の声など」を見たり聴いたり
することで、子どもにとって忘れられない経験にな
ると考えられた。子どもの発達に合わせて聴く経験
が実践できるように、綿密に工夫されたものであっ
た。
両著とも聴く活動が充実したものとなるカリキュ
ラムの詳細が記された。
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12）ヒル，P. S. 他著 高森富士訳 ランバス女学院編纂 1936 幼稚園及び低学年の行為課程 ランバス女学院出版部
発行 教文館 p. 119
13）ヒル，P. S. 著 高森富士、伴きみ子訳 1935 幼児の音楽 教文館 p. 199
14）同上書 p. 1
15）同上書 p. 1（緒言）
第節 聴くことの位置付けと価値
日本の音楽教育は明治時代より歌うことを中心と
した唱歌教育が行われ、以後、唱歌教育の時代は第
次大戦直後まで続いた。また、明治年（1876）
に創設された東京女子師範学校付属幼稚園の保育内
容においても遊戯と唱歌など、歌うことから始まっ
ている。歌は教師から子どもに口伝えで教えられる
ため、よく聴かなければ歌うことができない。聴
く、覚える、歌うを繰り返す中で歌うことができる
ようになり、また聴覚も発達する。このように歌が
口伝えで教授される場合、聴くことは非常に密接に
関っていると言える。
明治、大正から昭和の初めにかけて、わが国の教
育はアメリカの進歩主義教育および児童中心主義教
育の影響を受けた。音楽教育を考える上で、コロン
ビア大学で教授をしていたマーセル（1893-1963）
が音楽教育は人間形成に関わるものとした考えに学
ぶところが大きい。彼の著『音楽教育心理学』
（1965）に「鑑賞」は音楽教育の基礎で「愛好する
心情を喚起させ、音楽をより深く、より賢明に育ん
でいく音楽教育の推進力である｣
16)
とある。心理学
的には音楽の動機づけの源と考えられ、音楽性を呼
び起こすものとして位置づけた。鑑賞は聴取、演
奏、創作などの活動を通して育まれ、他の学習領域
とも関係するため、いろいろな音楽表現につなげて
いくことができると捉えた。また鑑賞に関連して、
聴覚の訓練を音楽教育の基礎的能力としてあげてい
る。
『音楽的成長のための教育』（1971）では「音楽的
成長は音楽に対して反応する能力の発達である｣
17)
との考えに基づき、「聴くこと」と「鑑賞」に重き
を置いた。「きく」経験はどの段階の子どもたちに
も大切で、機会があるごとに行われるべきとし、具
体的に音楽会、レコード、楽譜、ラジオなどの利用
が提示された。「聞く（hear）」と「聴く（listen）」
について、前者は「外的要素に対して漠然と全体的
に反応すること」、後者は「内的要素に対しする分
析的な反応である｣
18)
とした。また、「きく」経験は
音楽的意識の発達を助長するが、そのためにきくこ
とを主にするか、直接の音楽活動を行うべきかの問
題提起がなされた。そして、きくことが受け身でな
く、子どもの心をひきつけて音楽的な美意識を養う
経験となるようにと考えられた。
現行の幼稚園教育要領（2017改訂・2018施行）に
おける感性と表現に関する領域「表現」では「感じ
たことや考えたことを自分なりに表現することを通
して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊
かにする」とあり、その後にねらい、内容、内容の
取扱いがある。聴くことは、ねらい⑴「美しさなど
に対する豊かな感性をもつ」につながる音楽経験の
一つとして捉えることができ、内容では⑹「音楽に
親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使った
りするなどする楽しさを味わう」に含まれ、音楽に
親しむことができる聴く機会を設けること、楽しむ
ことができる音楽環境を整えることなどが考えられ
る。内容の取扱いは2017年改訂により、⑴「〜前略
〜その際、風の音や雨の音、身近にある草や花の形
や色など自然の中にある音、形、色などに気付くよ
うにすること」が留意することとして加えられ、具
体的に示された。要領からおろして保育でどのよう
に展開するか、また、表現および音楽カリキュラム
の中に聴く活動をどのように取り入れて行うかは園
の方針や保育者の考えに一任されるので、取り入れ
方や内容には差がある。
小学校学習指導要領「音楽」（2017改訂・2018施
行）は「表現（歌唱・器楽・音楽づくり）」と「鑑賞」
の領域で構成され、目標は「音楽を愛好する心情
と音楽に対する感性を育てるとともに、音楽活動の
基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う」である。
「鑑賞」は音楽活動や音楽経験の基盤で、音楽表現
の学習に密接な関わりを持つと考えられている。幼
稚園教育要領と異なり、鑑賞教材についての取り扱
いと教材を選択する観点、鑑賞共通教材（各学年
〜曲記載あり）が提示されている。そして要領に
基づいて各学校が創意工夫ある指導を行い、能動的
で創造的な鑑賞の活動となることについて明記され
ている。
幼児教育施設の就学前教育の場から小学校への接
続の問題も論議されているが、音楽教育においても
同様である。それぞれの年齢において偏ることのな
い音楽カリキュラムの検討が必要で、聴くこと、鑑
賞の意義と価値を認識して援助および指導すること
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が望まれる。
第章 幼児の聴くための実践
第節 聴くことへの興味
幼児の観察より、興味や関心のあるものには集中
して取り組んでいると感じる。マーセルは「興味は
教育に欠くことができないもの｣
19)
と述べ、興味が
なければ積極的な態度を見ることは、養うことも難
しいと考えた。前述通り幼い子どもは音そのものに
興味をもつが、音から音楽に、また音楽を聴くこと
に興味や関心をもつには音楽的な環境や援助が必要
である。一般に興味や関心には個人差があり、中で
も音楽の趣向については個人差が大きいと言われて
いるが、それは個人のもつ生得的なものに加えて、
後天的なものが影響すると思われている。
子どもにとって音楽を聴く機会がたくさん必要で
ある。家庭における子どもの音楽的環境は異なり、
それを把握することは難しいが、近年、母親の就労
率が高まり育児と仕事で多忙な親が多く、時間的に
余裕がないのが現状である。子守り唄を歌って聞か
せたり、手遊びをして遊んだことなどは、自然の営
みであった以前とくらべて子どもの音楽経験も変
わってきたように思われる。親と子が向き合い肉声
（生の声）でのやりとりは音楽的にも意味があり、
聴くことへの興味は増すと思われるが、今の家庭で
は難しいのが現状である。家庭の物的環境を考える
と、テレビ、CD、DVD、コンピュータ、スマート
フォンなど音源の種類も増え、聴きたいと思えば子
ども一人でスイッチを押して聴くこともできる。教
育を受ける前段階としての家庭での音楽との関わり
方ももっと考えられるべきであろう。
家庭で音楽に親しむ経験が少なければ、幼児施設
での音楽経験が子どもにとって最初のものとなる。
マーセルは興味が起こらない原因のつに「生徒の
音楽経験そのものにもある｣
20)
と言う。たとえば小
学校のときの音楽経験を振り返り、つまらないもの
であったとすると、それには教師その他の要因が関
係しており、結果、子どもは興味を失ったと考えた
からである。家庭での音楽環境や音楽経験が充分で
ない場合、最初の教育現場となる保育、幼児教育に
おける音楽との出会いは大切である。
第節 幼児のための音楽会
保育内容「表現」では聴くことを基盤とし、歌う、
動く、弾く（楽器遊びなど）、きく、つくるなどの
音楽活動が、音楽カリキュラムに基づいて行われて
いる。筆者はこのような音楽活動の他に音楽カリ
キュラムで取り入れていることにつき、「幼稚園に
おける音楽カリキュラムに関する質問紙調査」とし
て過去に調査を実施したことがある。（2002年、関
西圏私立幼稚園192園、回収率48％）その結果「そ
の他の音楽カリキュラム」を取り入れている園で
「聴くこと」に関連した回答は、①生の音を聴く機
会を作っている、②音楽鑑賞を入れる、③年に数回
プロの演奏家（管弦楽、木管五重奏、打楽器、オル
ガン、声楽）に来てもらい、いろいろな楽器を目で
見て、生の音を聴き、幼いときから音楽に親しみ音
楽を楽しむ、④専門の講師を呼び、月〜回程度
子どもたちに歌唱指導を行ってもらう、⑤声楽家を
呼び、音階、リズム、音楽全般について楽しむで
あった。（回答はすべて各園）園とその数は少
ないが、聴くことについての積極的な取り組みがな
されていることがわかった。これらは保育者が行う
のではなく、音楽の専門家を外部から招いているこ
とが特徴である。日頃できない音楽経験に幼児がど
のような反応を示したか、その変化も知りたいとこ
ろである。
本調査の結果、また前述の「幼児の音楽」におい
ても音楽会が取り入れられていた。最近は幼児を対
象とした音楽会も増加し、子どものために考えられ
た内容や選曲で行われている。親子で音楽会に行く
ことは親にとってもよい機会である。ナレーターに
よるお話や説明があるもの、聴くだけでなく客席で
音楽に合わせて指揮体験をする、客席を練り歩いて
演奏する、終了後に出演者が楽器を持って出口で観
客を見送るなど、企画に特色があるのが最近の傾向
と言える。
筆者は研究させていただいている大阪府私立 A
幼稚園で、複数の研究者と「お話と一緒の小さな音
楽会」を実施している。その概要を少し記す。午前
中の保育時間を用いて園に隣接している教会の礼拝
堂に移動する。対象は年少組から年長組までの全
クラス、保護者は自由参加（後方に着席）とする。
園児は前よりクラスごとに着席し、担任は園児側に
教育学論究 第 10号 2 0 1 8114
19）マーセル，J. L. 著 美田節子訳 1967 音楽教育と人間形成 音楽之友社 p. 282
20）同上書 p. 286
着席する。物的環境としては、各場面に必要な絵本
の絵を映すためのスクリーン、グランドピアノがあ
る。
〈音楽会の流れ〉
・園長による礼拝（前奏、讃美歌、お祈り、後奏）
・第部「お話と一緒の小さな音楽会」（約20分
間）ナレーター（保育士）が椅子に座わり、子
どもにお話をする。
お話に沿った音楽を教師が演奏する。（歌、ピ
アノソロ、ピアノデュオ、打楽器、リコーダー
など）
年少組は音楽会の前半部分のみ聴いて退室し、
保育室に戻る場合もある。
（聴くことに対する発達上の配慮のため）
終了後、園児は保育室に戻り昼食。
・第部「保護者のための音楽会」（約20分間）
保護者で時間に余裕がある方は、大人のための
音楽会を聴く。
園長挨拶
研究グループ教師より、挨拶と感謝
教師の演奏（声楽独唱、ピアノソロ、ピアノ
デュオなど）
園長挨拶、終了
これまでに隔年で数回、月に実施してきた。保
育時間内に独立した子どものための音楽会を設ける
ためには園の保育カリキュラムとの関連や行事など
をよく考えた上で行う必要があり、教会堂を借用し
ているので教会との日程調整もあった。教会堂は入
園式、クリスマスなど諸行事を行っているので、親
子共に慣れた場所である。
幼児の様子であるが、最初に心配したのは子ども
たちが最後まで座って静かに聴けるかどうかであっ
た。途中でトイレに行くことは当然であるが、一人
が行くと他の子も行くのではないかと心配した。次
におしゃべりの問題である。集中力に欠け退屈にな
ると、周囲の子どもに声をかけておしゃべりをする
のではないかと心配した。しかし、この点につい
ては問題がなく、最後まで静かに聴くことができ
た。最初は少し緊張した面持ちで周囲を見回し、
きょろきょろする子どもがいたが、おしゃべりはな
かった。何が始まるのかなあと、わくわくした表情
の子どもが多いように見えた。
礼拝は日々の保育で行われているので、子どもた
ちの声でお祈りが捧げられた。お話が始まり音楽が
流れるとスクリーンの絵、お話の人、演奏者の方を
見て集中して聴いていた。子どもたちの目の輝き、
不思議な表情、うっとりとした表情、大きな音のと
きには少し驚いたような顔をするなど音に対する敏
感な反応が見受けられた。また、音楽が変わると、
表情に変化が見られた。年齢による聴き方の違いも
あるようで、年長組の子どもは前に身を乗り出して
一生懸命に聴いていた。
身体の一部を動かしながら聴く子どももあり、身
体で受け止めて聴くようにも見えた。反対にじっと
して聴く子どもは、奥深いところで聴いているよう
にも見えた。そのときの演目により異なるが、聴く
だけでなくその曲に合わせて手拍子をするなどのリ
ズム遊びを入れたときは、緊張が解けて笑顔で音楽
に合わせて手拍子をしていた。いずれも、最後まで
熱心に聴いていた姿が印象に残った。
お話については保育で用いるお話か、園で幼児が
見ている絵本かなど、事前に園と打ち合わせをし、
幼児が理解できるお話（2018年度「不思議の国のア
リス」）とした。スクリーンに映し出す絵について
も美的感覚を養うことにも通じるので、いくつかの
絵本を見て決定した。音楽はお話の場面に応じた曲
が必要となるので、選曲はなかなか困難であった。
長い曲の場合は必要なところを演奏し、曲40秒か
ら分程度の長さの曲を演奏した。演奏者としての
難しさはお話との兼ね合いもあり、演奏するタイミ
ングが難しいと感じた。保育ではピアノが用いられ
ている園で、幼児はピアノの音に慣れているが台
のピアノを人で弾くデュオを見たり聴いたりする
のは初めての経験のようで、少し驚いた表情の子ど
ももいた。また、楽器による音色の変化にも気づ
き、興味を持って聴き入っていた。このようにお話
も音楽も集中して聴けたことには子どもの持つ興味
も大切であるが、キリスト教保育における毎日の礼
拝で静かな音楽を聴いたり、こども讃美歌を歌うこ
とから音楽に親しみ、集中して聴けることにつな
がったのではないかと思われる。そして日々の保育
の積み重ねにおける成長も、幼児の姿に現れてい
た。
数日後の音楽レッスンのときに人に「音楽会ど
うだった」とたずねると、「おもしろかった」と全
員が答えた。「何がおもしろかったの」と言うと言
葉はなく、笑っていた。少し環境を変え、独立した
音楽会を聴く経験が心の糧となり、子どもの音楽的
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な成長につながると思われる。
第節 聴くことと表現
聴いて歌う、動く、弾く、つくるなどの活動は聴
くことを基盤として表出され、すなわち聴くことに
よって心が動くとき、感じたことが動機づけとな
り、自己表現の一つである音楽的な表現に発展する
と言える。音楽会のようにいつもと異なった環境の
中では表現意欲も高まり、音楽表現や音楽活動は、
より活発になると思われる。
音楽心理学者の梅本（1921〜2002）は聴取の類型
をつに分類した。その中で本論と関係の深い部分
を取り上げると、すなわち「認知の対象としての聴
取｣
21)
として捉えることができる。鑑賞力の発達を
段階で示し22)、音楽を聞くときに静かにできるこ
とを第段階とした。幼児は静かにすることが難し
く、音楽が鳴ると動いたり一緒に歌ったりするが、
この反応は音楽を求める積極的な態度として理解
し、年齢が上がると発達上、自己を抑制し、静かに
聞くことができる。第は短時間の聴取から長時間
の聴取へ、第は感覚的聴取から内容的聴取へ、第
は断片的聴取から構造的聴取へ、第は自己中心
的聴取から客観的聴取へである。ここにも生得的な
気質、家庭環境、文化、音楽の好み、理解力の問題
などが影響し、詳細な分析は難しいとある。幼児に
おいては個人差が大きいが、筆者も幼児の観察を通
してこのような段階を経ながら発達すると感じてい
る。
マーセルは聴くことにより音楽的意識が発達する
としたが、音楽的意識を助長するには音楽をきくこ
とを主にするか、あるいは直接の音楽活動によるべ
きかとの問題を提起している。たとえば「きく」と
「ひく」は明確に区別できるものではなく、すぐれ
た演奏であればきくことによって必ず音楽的意識が
発達すると考え、「音楽的意識を発達させるとは、
ある意味、音楽的探究心を促す｣
23)
と述べた。彼の
考え方に基づくと、聴くことの経験を通して音楽的
意識を発達させ、音楽的探究心を促すことから音楽
的な表現や音楽活動につながると考えることができ
る。音楽意識を養うための聴く経験には、人の心を
引きつける音楽に出会う必要があると言う。これら
のことを踏まえると、保育者や指導する側は聴くこ
とから得た音楽的な意識と探究心の促進が音楽表現
や音楽活動につながることを認識しなければならな
い。
終わりに
筆者が以前、幼児の音楽聴取につき脳、聴覚と認
知、音楽と心の観点より研究したことを土台にし
て、本稿では聴くことにつき、いろいろな視点から
どのように捉えられているか調べた結果、捉え方に
は差異があることを認識することができた。しか
し、それぞれの立場において、聴くことは幼児教育
および音楽教育の中でとても重要に考えられてい
た。音楽が情緒に及ぼす影響を考えると、幼少時に
聴くことから音楽の美しさを感受し、幼児の豊かな
感性を育むことは非常に重要である。設定された音
楽環境で受動的に聴くことから興味をもって自発的
かつ能動的に聴けるようになるために、子どもがい
ろいろな事柄に常に関心をもつことができるよう
に、また、身体や感性の成育的な問題をさらに深く
知ることが必要となる。興味の成長とひとことで言
うには短絡に過ぎるかもしれないが、これらのこと
を今後の課題として、研究を継続したいと考えてい
る。
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